
100年超の歴史と品質で、
みなさまの「健康でゆたかな食生活」に

貢献します。

代表取締役専務
片山 周輔 氏
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会
社
の
概
要
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

当
社
は
井
原
市
で
お
酢
・
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
を
製
造
す
る
、

大
正
８
年
創
業
の
調
味
料
メ
ー
カ
ー
で
す
。「
健
康
で
ゆ
た
か
な

食
生
活
」
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
安
全
安
心
を
第
一
に
、

国
産
原
料
の
優
先
使
用
、
そ
し
て
顧
客
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
製

品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
主
力
商
品
は
お
酢
の
中
で
も
味

が
つ
い
た
調
味
酢
で
、
特
に
「
ら
っ
き
ょ
う
酢
」
は
J
A
全
農
の

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
A
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
と
し
て
長

年
親
し
ま
れ
る
売
れ
筋
で
す
。
近
年
で
は
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
、

飲
む
お
酢
の
商
品
開
発
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。

　

創
業
当
初
か
ら
農
協
と
の
深
い
協
力
関
係
を
築
き
、
こ
れ
ま
で

ほ
ぼ
１
０
０
％
農
協
ル
ー
ト
で
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
に
よ
る
業
界
の
市
場
規
模
縮
小
の
流
れ

を
受
け
、
約
10
年
前
に
市
販
へ
の
展
開
を
決
断
し
ま
し
た
。
展
示

会
へ
の
出
展
な
ど
を
通
じ
、
地
道
に
販
路
を
拡
大
。
当
初
は
首
都

圏
・
近
畿
圏
で
の
展
開
が
先
行
し
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
地
元
岡

山
県
内
の
ス
ー
パ
ー
の
棚
に
も
商
品
が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
、
成
果

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

「
ウ
ヅ
ラ
」ブ
ラ
ン
ド
と
そ
の
品
質
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

当
社
の
製
品
は
、
品
質
に
対
す
る
徹
底
し
た
こ
だ
わ
り
が
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。
特
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
ウ
ヅ
ラ
」
は
、
創

業
当
初
か
ら
受
け
継
が
れ
る
由
緒
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
で
、
J
A
全
農

の
A
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
が
で
き
る
よ
り
も
前
か
ら
名
前
を
使
っ
て

い
ま
し
た
。「
ウ
ヅ
ラ
品
質
」
と
は
、「
安
い
」「
お
い
し
い
」
だ

け
で
な
く
、
素
材
選
定
か
ら
製
造
工
程
に
至
る
ま
で
の
真
摯
な
も

の
づ
く
り
を
指
し
ま
す
。
安
全
を
保
証
す
る
製
品
管
理
技
術
に
加

え
、
美
味
し
さ
を
追
求
し
た
製
品
開
発
で
、
消
費
者
に
最
高
の
満

足
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
ウ
ヅ
ラ
」
ブ
ラ
ン
ド
の
象
徴
的
な
商
品
の
一
つ
に
、「
凍
結
濃

縮
」
製
法
で
で
き
た
「
五
倍
酢
」
が
あ
り
ま
す
。
一
般
的
な
「
蒸

留
濃
縮
」
と
は
異
な
り
、
熱
を
加
え
な
い
こ
の
製
法
は
、
素
材
本

来
の
旨
み
や
風
味
を
損
な
う
こ
と
な
く
お
酢
を
濃
縮
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
一
般
的
な
食
用
酢
の
５
倍
濃
縮
し
て

い
る
全
国
的
に
見
て
も
珍
し
い
製
品
で
す
。「
五
倍
酢
」
は
、
約

70
年
に
わ
た
り
変
わ
ら
な
い
製
法
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
愛
さ
れ
続

け
、
確
か
な
品
質
で
日
本
の
食
卓
を
彩
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
で
あ

る
I
S
O
2
2
0
0
0
の
認
証
を
２
０
１
０
年
に
取
得
し
て
お

り
、
安
全
な
食
品
製
造
体
制
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市

販
展
開
以
前
か
ら
、
製
品
の
製
造
日
時
か
ら
原
材
料
ま
で
遡
れ
る

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
仕
組
み
を
徹
底
し
て
い
た
、
長
年
の
品
質

管
理
へ
の
取
組
の
集
大
成
で
す
。
こ
の
認
証
取
得
は
、
取
引
先
か

ら
の
信
頼
獲
得
に
も
繋
が
り
、
後
の
市
販
展
開
に
お
い
て
非
常
に

効
果
的
で
し
た
。

片
山 

周
輔  

氏

１
０
０
年
超
の
歴
史
と
品
質
で
、

み
な
さ
ま
の「
健
康
で
ゆ
た
か
な
食
生
活
」に

貢
献
し
ま
す
。 大

興
産
業
株
式
会
社  

代
表
取
締
役
専
務

リ
ー
ダ
ー
ズ「
ア
イ
」

Leader’s リーダーズ「アイ」特集

スーパーマーケットトレードショー出展ブース自社工場内　ボトリングの様子 ウヅラ濃縮五倍酢
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事業者名
創 業
所 在 地
T E L
H P
職 員 数

：
：
：
：
：
：

大興産業株式会社
大正8年2月3日
岡山県井原市西江原町1858-3
0866-62-0138
http://udurasu.co.jp/
54名

小学５年生が企画し製品化した飲めるお酢

ッ
シ
ン
グ
選
手
権
」
へ
の
出
場
が
印
象
的
で
す
。
２
０
２
３
年
の

選
手
権
に
初
出
品
し
、
金
賞
に
は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
最
終

選
考
に
残
る
高
い
評
価
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
が
、
選
手

権
の
選
考
委
員
を
務
め
て
い
た
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
研
究
家
の
目
に
留

ま
り
、
全
国
放
送
の
テ
レ
ビ
番
組
で
当
社
の
「
コ
ー
ン
＆
カ
レ
ー
」

ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
幸
運
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

番
組
放
送
後
に
は
、
特
に
ネ
ッ
ト
注
文
が
殺
到
し
、
テ
レ
ビ
の
影

響
力
を
肌
で
感
じ
る
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
成
功
は
、
日

頃
か
ら
の
商
品
開
発
へ
の
こ
だ
わ
り
と
、
展
示
会
や
コ
ン
テ
ス
ト

へ
の
積
極
的
な
参
加
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
し
た
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
「
五
倍
酢
」
も
２
０
２
４
年
同
団
体

主
催
の
「
調
味
料
選
手
権
」
で
最
終
選
考
に
残
る
な
ど
、
品
質
へ

の
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
国
産
原
料
の
調
達
は
年
々
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
同
社
は
現
状
の
品
質
維
持
に
努
め
な
が
ら
、

で
き
る
限
り
国
産
原
料
を
使
用
す
る
と
い
う
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
を

守
り
続
け
て
い
ま
す
。

地
域
貢
献
活
動
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
社
の

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

昨
年
、
地
元
の
小
学
校
と
連
携
し
、
小
学
５
年
生
が
当
社
製
品

で
あ
る
「
飲
む
お
酢
」
を
ベ
ー
ス
に
、
果
実
由
来
の
フ
レ
ー
バ
ー

を
企
画
・
プ
レ
ゼ
ン
し
、
商
品
化
ま
で
携
わ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
活
動
は
山
陽
新
聞
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
、
食
へ

の
関
心
を
育
む
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
と
の
連
携
を

深
め
る
重
要
な
機
会
と
し
て
今
年
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

当
社
の
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
自
社
工
場
の
生
産
能
力
を
活

か
し
、
O
E
M
事
業
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
目
指
す
と
と
も
に
、
自

社
ブ
ラ
ン
ド
「
ウ
ヅ
ラ
」
の
認
知
度
向
上
と
販
路
拡
大
を
継
続
し

て
い
く
方
針
で
す
。
創
業
か
ら
１
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ

大
興
産
業
は
、
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
、
多
様
な
販
路
開
拓
、
そ
し

て
地
域
社
会
と
の
共
生
を
通
じ
て
、
み
な
さ
ま
の
「
健
康
で
ゆ
た

か
な
食
生
活
」
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
こ
と
を
念
願
し
て
お
り
ま

す
。

（取材／総務企画課　島田）

販
路
拡
大
の
道
の
り
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

当
社
は
約
10
年
前
、
農
協
と
の
長
年
の
関
係
性
は
維
持
し
つ
つ

も
、
会
社
の
安
定
的
な
成
長
の
た
め
に
新
た
な
市
場
へ
の
参
入
が

不
可
欠
だ
と
判
断
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
長
ら
く
農
協
の
み
と
の

取
引
だ
っ
た
た
め
、
市
販
展
開
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
ゼ
ロ
。
そ
ん
な
折
、

岡
山
県
中
央
会
が
運
営
す
る
「
岡
山
フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ
ン
タ
ー
」

か
ら
、
県
内
食
品
事
業
者
で
団
体
出
展
し
て
い
る
展
示
商
談
会
「
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ト
レ
ー
ド
シ
ョ
ー
」
へ
の
出
展
を
ご
案
内

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
県
外
の
業
者
の
方
々
と
繋
が
る
機

会
は
貴
重
で
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
近
隣
の
出
展
ブ
ー
ス
の
事

業
者
同
士
と
は
今
で
も
良
い
関
係
性
を
築
く
こ
と
が
で
き
て
お

り
、
思
わ
ぬ
契
約
に
結
び
つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市

販
ル
ー
ト
の
中
で
も
、
特
に
地
元
岡
山
県
内
で
の
販
路
開
拓
に
は

苦
労
し
ま
し
た
が
、
そ
ち
ら
に
つ
い
て
も
岡
山
フ
ー
ド
バ
レ
ー
セ

ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
方
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
者
を
紹
介
い
た
だ
い
た
結
果
、
成
果
を
上

げ
て
い
ま
す
。

　

当
社
の
成
長
戦
略
に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
の
が
、
O
E
M
（
受
託
製
造
）
事
業
の
拡
大
で
す
。
当
社

は
A
コ
ー
プ
全
国
の
商
品
を
供
給
で
き
る
ほ
ど
の
高
い
生
産
能
力

を
持
つ
一
方
で
、
自
社
ブ
ラ
ン
ド
「
ウ
ヅ
ラ
」
の
市
販
拡
大
は
ま

だ
発
展
途
上
で
あ
り
、
生
産
能
力
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
、
O
E
M
に
よ
る
大
量
受
注

の
獲
得
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
の

O
E
M
で
は
、大
手
輸
入
食
材
店「
カ
ル
デ
ィ
」の
商
品
で
あ
る「
エ

マ
ル
ジ
ョ
ン
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」
を
当
社
工
場
で
製
造
し
て
い
る
実

績
が
あ
り
、
そ
の
高
い
生
産
能
力
と
品
質
の
証
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
特
に
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
以
外
の
ラ
イ
ン
で
の
O
E
M

獲
得
を
目
指
し
、
積
極
的
に
商
談
会
等
で
の
提
案
を
強
化
し
て
い

く
方
針
で
す
。

自
社
製
品
の
こ
だ
わ
り
が
認
め
ら
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　

一
般
社
団
法
人
日
本
野
菜
ソ
ム
リ
エ
協
会
が
主
催
す
る
「
ド
レ

事
業
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

ドレッシング選手権入賞：お酢屋のドレッシング
コーン＆カレー
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岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
昭
和
30
年
12
月
７
日

創
立
以
来
、
県
下
の
中
小
企
業
の
組
織
化
及
び
連
携
を
図

り
、
そ
の
運
営
支
援
を
通
じ
て
、
中
小
企
業
の
振
興
と
健

全
な
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
創
立
70
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
未
来
へ
の
心
構
え

を
表
す
テ
ー
マ
と
、
創
立
70
周
年
を
象
徴
す
る
ロ
ゴ
マ
ー

ク
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
連
携
・
挑

戦
・
感
動
！
」
を
皆
様
と
我
々

を
結
ぶ
心
構
え
と
、
組
織
と
組

織
、人
と
人
と
を
結
ぶ「
襷（
た

す
き
）」を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
掲
げ
、
連
携
組
織
支

援
機
関
と
し
て
の
姿
勢
を
未
来

に
繋
い
で
い
く
こ
と
を
役
職
員

一
同
、
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
の
県
内
組
合
、
連
携
組
織
、
そ
し
て
事
業
者
の
皆

様
の
お
手
伝
い
に
努
め
る
べ
く
、
過
去
の
活
動
を
振
り
返

り
、
未
来
へ
つ
な
い
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
記
念
大

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

●
記
念
式
典
並
び
に
記
念
講
演

（
１
）
開
催
日　

�

令
和
７
年
９
月
25
日
（
木
）

�

13
：
00
〜
15
：
00

（
２
）
会　
場　
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

「
曲
水
」

（
３
）
定　
員　
先
着
１
０
０
名

●
内　
容

　
①
第
１
部　
記
念
式
典　
13
：
00
〜
14
：
00

　
■
主
催
者
挨
拶

　
■
来
賓
祝
辞

　
■
表
彰
式

　　
②
第
２
部　
記
念
講
演　
14
：
00
〜
15
：
00

　
■
講　
師

気
象
予
報
士
・
防
災
士　
中
島　
望 

様

（
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
１
級
小
型
船
舶
操
縦
士
、

健
康
気
象
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、地
球
温
暖
化
防
止
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
、
熱
中
症
対
策
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
）

【
主
な
出
演
・
実
績
】

○�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
岡
山
放
送
局
「
も
ぎ
た
て
」
気
象
予
報
担
当

○�「
お
か
や
ま
県
民
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
令
和
５
年
岡

山
県
主
催
）」
パ
ネ
リ
ス
ト

テ
ー
マ　

�「
減
・
防
災
に
必
要
な
対
策�

 
�

〜
予
測
・
連
携
の
重
要
性
〜
」

※�

会
場
に
て
、
創
立
70
周
年
記
念
誌
別
冊
「
ボ
ク
は
し

ん
だ
ん
士（
全
３
９
３
話
完
全
版
）」を
配
布
い
た
し

ま
す
。
永
年
当
会
報
誌
の
巻
末
を
飾
っ
た
４
コ
マ
漫

画
完
結
記
念
誌
で
す
。（
非
売
品
）

●
申
込
方
法

　

�

Ｗ
Ｅ
Ｂ
フ
ォ
ー
ム
よ
り
お
申
込
み

く
だ
さ
い

　

https://x.gd/W
RXCd

●
問
い
合
わ
せ
先

　
記
念
大
会
担
当
窓
口

�

T
E
L
：（
0
8
6
）
2
2
4
︲
2
2
4
5

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会  

創
立
70
周
年
記
念
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
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「
お
か
や
ま
子
育
て
し
や
す
い
職
場
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
」
募
集
中

　
岡
山
県
で
は
、
子
育
て
し
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
の
取
組
を
積
極
的
に
進
め
る

企
業
を
顕
彰
す
る
、「
お
か
や
ま
子
育
て
し

や
す
い
職
場
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
５
」
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
ア
ワ
ー
ド
は
、
従
業
員
へ
の
子
育

て
支
援
に
つ
い
て
、
模
範
的
な
取
組
や
先

進
的
・
特
徴
的
な
取
組
を
実
施
す
る
事
業

者
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
全
体

で
子
育
て
を
応
援
す
る
気
運
を
高
め
、
取

組
事
例
を
横
展
開
し
、
企
業
の
さ
ら
な
る

子
育
て
支
援
の
取
組
を
促
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
製
造
業
、
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
各
業
種
の
ほ
か
、
企

業
規
模
や
特
別
賞
の
区
分
が
設
け
ら
れ
て

お
り
ま
す
。

　
受
賞
者
に
は
県
か
ら
副
賞
と
し
て
奨
励

金
１
０
０
万
円
と
記
念
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈

呈
さ
れ
、
受
賞
企
業
の
取
組
は
、
県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
冊
子
で
広
く
紹
介
さ

れ
ま
す
。（
昨
年
度
受
賞
企
業
の
取
組
は
、

岡
山
県
の
子
育
て
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
ハ
レ
ま
る
。」
で
公
開
中
）

　
ア
ワ
ー
ド
の
評
価
対
象
は
、
①
各
事
業

者
の
手
本
と
な
る
取
組
、
②
先
進
性
や
独

自
性
、
③
継
続
性
や
実
効
性
、
④
子
育
て

支
援
の
気
運
醸
成
に
貢
献
、
⑤
そ
の
他
特

筆
す
べ
き
事
項
と
な
っ
て
お
り
、
全
項
目

を
満
た
さ
な
く
て
も
、
斬
新
な
発
想
に
よ

る
ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
等
は
評
価
さ
れ
る
ポ

イ
ン
ト
で
す
。応
募
は
、県
内
事
業
者
で
、

「
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
」に
登

録
済
（
又
は
応
募
済
）
な
ど
が
要
件
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。（
昨
年
度
ア
ワ
ー
ド
受
賞

企
業
10
社
は
応
募
対
象
外
）

　
子
育
て
し
や
す
い
職
場
環
境
を
提
供
す

る
こ
と
は
、
若
者
や
子
育
て
世
代
へ
の
ア

ピ
ー
ル
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
人

材
の
確
保
や
従
業
員
の
職
場
定
着
の
一
助

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
性
別
や
年
代
を
問

わ
ず
、
従
業
員
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
向
け
て
柔
軟
で

ユ
ニ
ー
ク
な
取
組
を
実
践
さ
れ
て
い
る
企

業
の
皆
様
は
、
ぜ
ひ
ア
ワ
ー
ド
に
応
募
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
企
業
人
材
支
援
課

ま
で
。

T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

☆
応
募
方
法

　

�

電
子
申
請
と
な
っ
て
お
り
、
岡
山
県
子

ど
も
未
来
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る

専
用
の
応
募
サ
イ
ト

か
ら
申
請

☆
ア
ワ
ー
ド
副
賞

・
奨
励
金　
１
０
０
万
円

・�

記
念
ト
ロ
フ
ィ
ー
（
県
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
も
も
っ
ち
」
デ
ザ
イ
ン
）

〇
お
か
や
ま
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
と
は

従
業
員
の
子
育
て
や
地
域
に
お
け
る
子

育
て
を
応
援
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取

組
を
企
業
・
事
業
所
に
宣
言
し
て
い
た

だ
き
、
県
が
登
録
す
る
制
度
で
す
。
詳

し
く
は
、岡
山
県
子
ど

も
未
来
課
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。
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岡
山
県
中
央
会
で
は
、
組
合
及
び
組
合
員
企
業
の
方

を
対
象
と
し
て
、
各
種
制
度
改
正
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
、
団
体
協
約
等
に
よ
る
価
格
転
嫁
に
関
す
る
お
困
り

ご
と
に
つ
い
て
無
料
で
専
門
家
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

専
門
家
派
遣
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
気
軽
に
岡
山
県
中

央
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
制
度
改
正
に
伴
う
専
門
家
派
遣

（
制
度
改
正
等
の
課
題
解
決
環
境
整
備
事
業
）

活
用
事
例

・�

労
働
法
制
、民
法
等
の
制
度
改
正
の
た
め
の
社
会
保
険

労
務
士
、
弁
護
士
等
の
専
門
家
派
遣

●
イ
ン
ボ
イ
ス
・
価
格
転
嫁
に
関
連
し
た
専
門
家
派
遣

　
（
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援
事
業
）

活
用
事
例

・�

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
対
応
に
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
化
対

応
を
含
ん
だ
テ
ー
マ
や
団
体
協
約
等
に
よ
る
価
格
転

嫁
対
策
等
に
つ
い
て
の
専
門
家
派
遣

●
事
業
者
利
用
料

　
無
料

●
派
遣
期
限

　
と
も
に
令
和
７
年
12
月
下
旬

●
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
中
央
会　
組
織
支
援
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）2
2
4
︲
2
2
4
5

制
度
改
正
や
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
、

価
格
転
嫁
に
つ
い
て
の
専
門
家

派
遣（
無
料
）の
お
知
ら
せ

岡
山
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介

　
現
在
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
後

継
者
不
足
が
深
刻
化
し
、
事
業
承
継

の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
岡
山
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支

援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
身
近
な
相
談

窓
口
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
大
切
に

培
っ
て
き
た
経
営
資
源
を
、
意
欲
あ

る
事
業
の
担
い
手
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
当
会
で
も
岡
山
県
事
業
承
継
・
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
事

業
承
継
診
断
の
実
施
や
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
・
専
門
家
派
遣
に
よ
る
個

別
助
言
指
導
を
通
じ
て
伴
走
型
支
援

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

�

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
課
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�

岡
山
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー

T
E
L
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8
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8
6
︲
9
7
0
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去
る
７
月
24
日
、
岡
山
県
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
組
合

協
議
会
は
サ
ン
・
ピ
ー
チ
O
K
A
Y
A
M
A
に
て
、
第
21
回

通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
提
出
議
題
と
し
て
、
令
和
６

年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
の
後
、
令
和
７
年
度
の
事
業

計
画
、
収
支
予
算
等
を
説
明
。
前
年
度
に
引
き
続
き
、
研
修

会
や
情
報
提
供
に
加
え
、
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、
優
秀
技
能
実
習
生
と
し
て
７
組
合
11

名
を
会
長
名
に
て
表
彰
。
表
彰
式
に
て
３
名
が
表
彰
状
と
記

念
品
を
授
与
さ
れ
、
喜
び
の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
公
益
財
団
法
人
国
際
人
材
協
力
機
構
の
常
務
理

事
・
国
際
部
長
の
松
富
重
夫
氏
を
講
師
に
「
外
国
人
労
働
者

を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
と
今
後
の
見
通
し
」
と
題
し
た
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
講
習
会
の
冒
頭
で
は
、
世
界
全
体
を
見

た
と
き
の
人
口
動
態
と
人
流
の
変
化
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
を

も
と
に
詳
細
に
ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
ジ
ア
圏

を
中
心
と
し
た
国
別
に
見
た
送
り
出
し
体
制
の
特
徴
や
注
意

点
、
今
後
の
方
向
性
等
に
つ
い
て
お
話
し
頂
き
、
最
後
に
２

０
２
７
年
４
月
よ
り
本
格
的
な
運
用
が
開
始
と
さ
れ
て
い
る

育
成
就
労
制
度
に
つ
い
て
の
留
意
点
に
つ
い
て
ご
説
明
を
頂

き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
各
国
の
状
況
を
デ
ー
タ
を
も
と
に
詳
細

に
説
明
し
て
頂
い
て
勉
強
に
な
っ
た
」、「
新
し
い
送
り
出
し

国
の
選
定
に
あ
た
り
参
考
に
な
っ
た
」
と
い
う
ご
意
見
が
あ

り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
長
木
）

岡
山
県
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
組
合
協
議
会

第
21
回
通
常
総
会
・

優
秀
技
能
実
習
生
表
彰
・
講
習
会
開
催
　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、
岡
山
県
外
国
人
技
能
実
習
生

受
入
組
合
協
議
会
と
共
催
で
、
同
協
議
会
加
盟
の
監
理

団
体
を
通
し
て
働
く
外
国
人
労
働
者
を
対
象
に
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
５
を

実
施
致
し
ま
す
。
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
４
か
国

14
名
の
方
に
ご
応
募
頂
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
７
年
４
月
よ
り
本
格
運
用
が
始
ま
る
と
さ
れ

て
い
る
育
成
就
労
法
に
お
い
て
も
日
本
語
能
力
の
向
上

の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
外
国
人
労
働
者
の
日
本

語
力
ア
ッ
プ
と
日
頃
の
研
鑽
の
成
果
を
示
す
場
と
し
て

本
年
度
も
企
画
致
し
ま
し
た
。
監
理
団
体
組
合
か
ら
外

国
人
労
働
者
の
皆
さ
ん
へ
の
声
が
け
と
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
作
文
の
募
集
対
象
や
募
集

期
間
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

■
募
集
対
象
：�

岡
山
県
外
国
人
技
能
実
習
生
受
入
組
合

協
議
会
の
会
員
協
同
組
合
に
所
属
す
る

外
国
人
労
働
者

■
募
集
期
間
：�

令
和
７
年
８
月
11
日
（
月
）

�

〜
10
月
31
日
（
金
）

■
応
募
形
式
：�

A
４
サ
イ
ズ
の
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用

紙
２
枚
以
上
３
枚
以
下
（
文
字
数
８
０

０
字
以
上
１
，
２
０
０
字
以
内
）

　
詳
細
は
、岡
山
県
中
央
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
組
織
支
援
課

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：（
０
８
６
）
2
2
4
︲
2
2
4
5

日
本
語
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
２
５
を
実
施
し
ま
す
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中
国
ブ
ロ
ッ
ク
５
県
の
中
央
会
で
は
、

輪
番
制
で
業
種
等
の
分
野
ご
と
に
各
県
の

好
事
例
を
共
有
す
る
場
を
設
け
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
岡
山
県
に
て
商
業
関
係
の

組
合
に
係
る
事
例
を
共
有
す
る
研
究
会
を

７
月
８
日
、
９
日
の
２
日
間
に
渡
り
開
催

し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
岡
山
芸
術
創
造
劇
場
ハ
レ
ノ

ワ
を
会
場
に
、
ハ
レ
ノ
ワ
に
縁
の
あ
る
２

名
の
方
に
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
講
演

の
第
１
部
と
し
て
ハ
レ
ノ
ワ
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
・
劇
場
長
で
あ
る
渡
辺
弘
氏
に
、

ハ
レ
ノ
ワ
の
成
り
立
ち
や
現
状
、
業
界
全

体
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。
講
演
の
第
２
部
で
は
四
季
株

式
会
社（
劇
団

四
季
）取
締
役　

専
務
執
行
役

員
の
越
智
幸

紀
氏
に
ご
講

演
を
頂
き
ま

し
た
。

　
劇
団
四
季

が
組
織
の
在

り
方
や
考
え

方
と
し
て
大

商
業
関
係
の
組
合
に
係
る
好
事
例
を
共
有
す
る

令
和
７
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
指
導
員
研
究
会
を

開
催

　
こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
組

合
の
事
務
局
で
働
い
て
い
る
役

職
員
の
方
が
職
務
を
遂
行
す
る

上
で
必
要
な
知
識
に
関
す
る
試

験
を
行
い
、
試
験
合
格
者
の
中

か
ら
一
定
の
実
務
経
験
を
持
つ

方
に
、
中
小
企
業
組
合
士
の
称

号
を
与
え
る
も
の
で
す
。

　
組
合
検
定
試
験
は
、「
組
合
運

営
」「
組
合
会
計
」「
組
合
制
度
」

の
３
科
目
で
、
１
科
目
合
格
に

つ
い
て
は
、
翌
年
か
ら
３
年
間

有
効
で
す
の
で
そ
の
後
３
年
間

は
そ
の
科
目
の
受
験
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
中
小
企
業
組
合
士
は

組
合
の
業
務
を
執
行
す
る
役
職

員
の
方
に
是
非
挑
戦
し
て
い
た

だ
き
た
い
資
格
で
す
。

試
験
日
：

�

令
和
７
年
12
月
７
日
（
日
）

※�
試
験
会
場
等
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
、
詳
細
が
確

定
次
第
当
会
Ｈ
Ｐ
等
に
て
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

令
和
７
年
度

中
小
企
業
組
合
検
定
試
験
の
ご
案
内

事
に
し
て

い
る
点
や
、

コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
長

期
間
上
演

中
止
と
な

っ
た
後
に

回
復
を
図

る
た
め
、
国
内
都
市
部
以
外
の
エ
リ
ア
や

海
外
か
ら
呼
び
込
む
た
め
の
施
策
や
、
演

劇
事
業
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
事
業
展
開

を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
を
頂

き
ま
し
た
。
講
演
の
終
了
後
に
は
各
県
の

先
進
的
な
事
例
や
商
業
関
係
の
組
合
を
支

援
す
る
上
で
の
課
題
等
に
つ
い
て
情
報
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
奉
還
町
商
店
街
に
会
場
を
移

し
、
株
式
会
社
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｐ
代
表
取
締
役
の

北
島
琢
也
氏
に
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

商
店
街
で
近
年
取
り
組
ん
で
い
る
Ａ
Ｒ
技

術
を
活
用
し
た
取
組
や
、
デ
ジ
タ
ル
Ｉ
Ｄ

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
ご
説
明
を
頂
き
、
講
演
の
終
了
後
に

は
奉
還
町
商
店
街
の
視
察
・
店
舗
紹
介
を

行
い
研
究
会
は
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
長
木
）

【
中
小
企
業
組
合
検
定
試
験
を
経
て
】

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会　

�

島
田　
和
弥

　
私
は
一
昨
年
、
組
合

検
定
試
験
を
初
受
験

し
、「
組
合
運
営
」
と

「
組
合
制
度
」
の
２
科

目
に
合
格
、
残
す
科
目
で
あ
る
「
組
合
会
計
」

に
去
年
リ
ベ
ン
ジ
し
て
、
晴
れ
て
全
科
目
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
組
合
検
定
試
験
は
科
目
合
格
す
る
と
、
そ
の

年
を
含
め
て
３
年
間
合
格
科
目
の
受
験
が
免
除

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
２
年
目
は
会
計
の
内
容

に
絞
っ
て
対
策
を
打
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

対
策
内
容
に
つ
い
て
は
、
と
に
か
く
過
去
問
が

解
け
る
よ
う
に
な
る
ま
で
繰
り
返
す
こ
と
に
尽

き
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、
中
小
企
業
組
合
士
を
目
指
す
中
で
得

た
知
識
を
糧
に
、
組
合
運
営
を
し
て
い
る
方
々

が
日
々
直
面
し
て
い
る
課
題
に
寄
り
添
い
と
も

に
解
決
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
以
上
、
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
私
の
受
験
体

験
記
で
す
。
多
く
の
方
の
受
験
、
全
科
目
合
格

を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。
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来
年
創
立
50
周
年
を
迎
え
る
岡
山
県
青
年
中
央
会
で

は
、
去
る
７
月
２
日
（
水
）、
創
立
50
周
年
記
念
プ
レ
事

業
と
し
て
、島
根
原
子
力
館
・
島
根
原
子
力
発
電
所
３
号

機
（
島
根
県
松
江
市
）
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

は
、
会
員
約
15
名
が
参
加
し
、
島
根
原
子
力
発
電
所
の
担

当
者
よ
り
、
発
電
の
仕
組
み
や
安
全
対
策
、
日
本
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。島
根
原
発

３
号
機
に
つ
い
て
は
、
稼
働
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
施

設
内
部
ま
で
視
察
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
が
社
会
的
に
も
注
目
さ
れ
る
中
、

原
子
力
発
電
の
現
場
を
自
ら
の
目
で
見
る
こ
と
で
、
理

解
を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
安
全
面
と
地
域
へ
の
配
慮
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。」、「
高
度
な
安
全
管
理

シ
ス
テ
ム
と
そ
の
運
用

体
制
の
ほ
か
、
そ
れ
ら
に

携
わ
る
方
た
ち
の
緊
張

感
か
ら
、
我
々
企
業
経
営

者
も
見
習
う
べ
き
姿
勢

が
学
べ
ま
し
た
。」
と
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
青
年
中
央
会
で
は
、
今

後
も
多
角
的
な
視
点
で

学
び
を
深
め
る
取
組
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

岡
山
県
中
小
企
業
団
体
青
年
中
央
会

創
立
50
周
年
記
念
プ
レ
事
業

島
根
原
子
力
発
電
所
を
視
察

　
岡
山
県
中
央
会
で
は
、

岡
山
県
の
委
託
事
業「
人
手

不
足
対
応
強
化
事
業
」の
一

環
と
し
て
、6
月
の
人
材
戦

略
セ
ミ
ナ
ー
の
実
践
編
に

あ
た
る
、人
材
戦
略
策
定
を

目
指
す
企
業
の
集
合
研
修

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
本
研
修
は
、
採
用
力
の

強
化
を
図
る
た
め
の
基
礎

づ
く
り
と
し
て
、
参
加
企

業
が
自
社
の
人
材
戦
略
を

明
確
に
し
、
そ
れ
に
基
づ

い
た
採
用
活
動
を
展
開
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
講
師
に
は
、
㈱
は
た
ら
こ
ら
ぼ 

代
表
取
締
役 

日
下

章
子
氏
を
招
聘
。
研
修
で
は
、
募
集
職
種
の
業
務
内
容

の
整
理
、
求
め
る
人
物
像
の
具
体
化
、
そ
し
て
そ
の
人

物
像
に
響
く
自
社
の
魅
力
づ
く
り
な
ど
、
戦
略
的
な
採

用
活
動
の
土
台
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
集
合
研
修
は
全
３
回
で
構
成
し
、
第
一
期
の
初
回
研

修
を
７
月
２
日
に
開
催
。
会
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い

た
未
来
の
組
織
図
の
作
成
や
、
採
用
目
的
を
言
語
化
す

る
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
じ
て
、
各
社
の
採
用
活
動
の
方
向

性
を
整
理
し
ま
し
た
。

　
研
修
終
了
後
に
は
、
参
加
企
業
を
対
象
に
最
大
２
回

ま
で
の
個
別
支
援
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
二

期
の
集
合
研
修
を
９
月
10
日
、
９
月
24
日
、
10
月
８
日

の
３
日
間
で
の
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

�

（
組
織
支
援
課　
藤
田
）

採
用
力
を
高
め
る
！

「
人
材
戦
略
策
定
研
修
」が
ス
タ
ー
ト

　
去
る
７
月
18
日（
金
）、サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く
も（
島

根
県
松
江
市
）
に
お
い
て
、
令
和
７
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
青
年
中
央
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
全
議
案
と
も

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
の
終
了
後
に
は
、
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
研
究
会
と
題
し
て
各
県
青
年
部
ご
と
の
事

業
報
告
が
行
わ
れ
、
こ
の
１
年
間
の
活
動
を
共
有
し
ま

し
た
。

　
続
く
研
修
会
で
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｉ
Ｔ
Ｃ

し
ま
ね
の
代
表
理
事
を
務
め
る
多
々
納
健
一
氏
に
「
Ｄ

Ｘ
で
競
争
力
ア
ッ
プ
！
〜
こ
こ
か
ら
は
じ
め
る
中
小

企
業
Ｄ
Ｘ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
業
務
効
率
化
や
生
産
性
向
上
の
具
体
的
な
取

組
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
小
企
業
に
と

っ
て
身
近
な
事
例
を
交
え
た
内
容
は
非
常
に
分
か
り

や
す
く
、
急
速
に
変
化
す
る
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
を
改

め
て
実
感
し
、
今
後
の

経
営
活
動
の
ヒ
ン
ト
を

得
る
学
び
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

　
研
修
会
後
に
は
、
懇

親
会
も
行
わ
れ
、
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
の
青
年
部
同

士
の
交
流
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

�（
組
織
支
援
課　
小
郷
）

令
和
７
年
度
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

青
年
中
央
会
通
常
総
会
を
開
催
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岡
山
県
中
央
会
で
は
、
共
済
制
度
の
主
力

商
品
「
オ
ー
ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ

ン
」を
対
象
に
、業
務
委
託
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
協
同
組
合
と
岡
山
県
中
央
会
が
業

務
委
託
を
締
結
後
、
組
合
員
企
業
や
そ
の
従

業
員
が
、
対
象
商
品
に
新
規
加
入
又
は
既
契

約
か
ら
切
り
替
え
た
場
合
、
中
央
会
が
組
合

に『
加
入
斡
旋
手
数
料
』を
お
支
払
い
す
る
も

の
で
す
。
ぜ
ひ
導
入
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

●
対
象
商
品

　
『
大
樹
生
命
』
の
生
命
保
険
商
品

　
（
オ
ー
ナ
ー
ズ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
）

〈
主
な
特
徴
〉

①�

事
業
所
の
事
業
保
全
資
金
対
策
（
経
営
者

の
入
院
・
疾
病
・
休
業
時
等
の
保
障
）

②
経
営
者
・
役
員
の
退
職
慰
労
金
等
の
準
備

③
経
営
者
の
事
業
承
継
・
相
続
等
の
対
策

④
従
業
員
の
生
命
保
険
・
入
院
・
疾
病
保
障
等

●
業
務
委
託
制
度
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
：
業
務
委
託
制
度
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

Ａ
：�

組
合
財
源
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
団
体
扱

い
と
な
る
た
め
保
険
料
が
割
安
（
最
大

３
％
割
引
）
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
契

約
者（
組
合
員
企
業
又
は
そ
の
従
業
員
）

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
：�

組
合
で
は
保
険
代
理
店
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
重
複
し
て
も
良
い
の
で
す
か
？

Ａ
：�「
損
害
保
険
」
の
代
理
店
と
は
異
な
り
、

「
生
命
保
険
」
の
Ｐ
Ｒ
協
力
等
が
メ
イ
ン

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
代
理
店
業

務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
全
く
問
題
あ

り
ま
せ
ん
。

岡
山
県
中
央
会
共
済
事
業『
業
務
委
託
制
度
』の
ご
案
内

Ｑ
：
制
度
導
入
後
の
業
務
内
容
は
？

Ａ
：�

面
倒
な
事
務
手
続
は
な
く
、
組
合
員
確

認
（
名
簿
提
出
等
）
と
Ｐ
Ｒ
協
力
な
ど

で
す
。（
一
般
的
な
損
保
登
録
代
理
店
業

務
の
様
な
手
続
業
務
、
事
務
作
業
等
は

発
生
し
ま
せ
ん
）

Ｑ
：�

加
入
促
進
手
数
料
は
毎
年
継
続
し
て
支

払
わ
れ
る
の
？

Ａ
：�

１
期
間
中
の
契
約
成
立
時
の
み
で
す
。

（
契
約
成
立
が
あ
る
当
該
期
間
を
対
象
）

●
加
入
促
進
手
数
料

※�

月
額
保
険
料
は
１
保
険
契
約
単
位
の
保

険
料
と
し
ま
す
。

※�

年
払
保
険
契
約
は
月
額
保
険
料
に
換
算

（
年
払
保
険
料
×
1
／
12
）
し
ま
す
。

※�

加
入
促
進
手
数
料
は
１
保
険
契
約
単
位

ご
と
に
計
算
し
、
一
括
し
て
委
託
契
約

組
合
に
お
支
払
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
中
央
会　
総
務
企
画
課

　
T
E
L
：（
0
8
6
）2
2
4
︲
2
2
4
5

月額保険料 加入促進
手数料

〜5,000円 2,000円
5,001円〜10,000円 3,000円
10,001円〜15,000円 4,000円
15,001円〜20,000円 5,000円
20,001円〜25,000円 7,000円
25,001円〜30,000円 9,000円
30,001円〜35,000円 11,000円
35,001円〜40,000円 13,000円
40,001円〜45,000円 15,000円
45,001円〜50,000円 17,000円

50,001円〜 20,000円

　
７
月
19
日
、
７
月
26
日
、
８
月
２
日
の

３
日
間
、津
山
一
番
街
に
て
、「
全
国
地
ビ

ー
ル
フ
ェ
ス
タ
2
0
2
5
in
津
山
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
今
年

で
28
回
目
の
開
催
と
な
り
、
津
山
の
夏
の

風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
地
元
津
山
市
の
多
胡
酒
造
、
真
庭
市
の

美
作
ビ
ア
ワ
ー
ク
ス
、
埼
玉
県
の
コ

エ
ド
ブ
ル
ワ
リ
ー
、
京
都
府
の
京
都

醸
造
な
ど
、
７
酒
造
所
か
ら
15
種
類

の
地
ビ
ー
ル
が
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
イ

ベ
ン
ト
開
始
の
午
後
５
時
を
待
ち
わ

び
た
家
族
連
れ
や
友
人
同
士
の
グ
ル

ー
プ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
々
が
商

店
街
を
訪
れ
、
販
売
者
に
味
や
香
り

な
ど
の
特
徴
を
聞
き
な
が
ら
、
好
み

の
ビ
ー
ル
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ケ
バ
ブ
や
ピ
ザ
、
ア
マ
ゴ
の

塩
焼
き
な
ど
、地
ビ
ー
ル
と
相
性
の
良

い
グ
ル
メ
も
多
数
出
店
。
吹
奏
楽
団

「
津
山
シ
テ
ィ
ブ
ラ
ス
」
の
ス
ペ
シ
ャ

ル
ラ
イ
ブ
や
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
ス
ト
リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
、
バ
ン
ド
演
奏

な
ど
の
音
楽
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
８
月
２
日
に
は
、
プ
ロ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
ト
ラ
イ
フ
ー
プ

岡
山
」の
選
手
と
の
交
流
会
も
開
催
さ
れ
、

多
く
の
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

�

（
組
織
支
援
課　
形
山
）

協
同
組
合
津
山
一
番
街

「
全
国
地
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ

�

2
0
2
5
in
津
山
」開
催

組合クローズアップ
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■
背
景
・
目
的

　
当
組
合
は
、昭
和
40
年
1
月
に
設
立
さ
れ
、

茨
城
県
水
戸
市
に
拠
点
を
置
く
旅
館
業
・
ホ

テ
ル
業
の
組
合
員
3
7
1
名
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。「
女
将
カ
ー
ド
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

着
手
し
た
契
機
は
、
茨
城
県
か
ら
の
「
茨
城

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
県
・
J
R
が
中
心
と
な
り
企
画
）」
へ
の
協

力
要
請
で
し
た
。
当
初
、
一
部
の
女
将
か
ら

は
カ
ー
ド
化
に
対
す
る
戸
惑
い
の
声
も
上
が

り
ま
し
た
が
、「
茨
城
に
は
観
光
の
魅
力
と
し

て
絶
景
や
食
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
る
が
、観
光
の
最
前
線
で
働
く『
人
』

こ
そ
が
茨
城
の
観
光
資
源
で
あ
る
」
と
の
提

案
を
受
け
、「
茨
城
の
観
光
、旅
館
・
ホ
テ
ル

の
P
R
に
繋
げ
た
い
」と
い
う
目
的
の
も
と
、

「
女
将
カ
ー
ド
」
の
制
作
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

■
取
組
の
手
法
と
内
容

　
女
将
カ
ー
ド
の
第
1
弾
は
、
令
和
4
年
10

月
〜
12
月
の
「
茨
城
プ
レ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ

ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
と
し
て
展
開

さ
れ
ま
し
た
。
女
将
の
写
真
と
旅
館
・
ホ
テ

ル
の
紹
介
を
表
面
に
、
民
謡
紹
介
な
ど
を
裏

面
に
掲
載
し
た
カ
ー
ド
を
制
作
し
、
各
旅

館
・
ホ
テ
ル
に
て
無
料
で
配
布
し
ま
し
た
。

テ
ー
マ

販
路
開
拓
に
取
り
組
ん
だ
事
例

「
女
将
カ
ー
ド
」で
県
内
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
魅
力
発
信
！

茨
城
県
ホ
テ
ル
旅
館
生
活
衛
生
同
業
組
合

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
等

に
よ
り
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
閉
館
が
増
加
し
、

「
い
ば
ら
き
女
将
の
会
」
の
会
員
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
中
、
同
会
の
会
長
自
ら
が
加
入

促
進
活
動
を
行
い
、
会
員
数
の
増
加
を
図

り
、
27
人
に
よ
る
女
将
カ
ー
ド
制
作
が
実
現

し
ま
し
た
。

　
第
2
弾
は
、令
和
5
年
10
月
〜
12
月
の「
茨

城
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
合
わ
せ
、「
い
ば
ら
き
女
将
の
会
」と
県
内

の
食
品
製
造
業
者
が
提
携
し
、「
い
ば
ら
き
女

将
の
会
カ
ー
ド
付
き
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
」
を
共
同
開
発
し
ま

し
た
。
販
売
開
始
の
数
ヶ
月

前
か
ら
は
、「
女
将
の
会
」
会

員
自
ら
が
関
係
団
体
の
総
会

や
各
販
売
店
舗
に
出
向
き
、

直
接
商
品
P
R
を
行
い
販
売

先
の
確
保
に
努
め
、
県
内
の

旅
館
・
ホ
テ
ル
・
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
・
道
の
駅
な

ど
、
約
2
0
0
カ
所
で
販
売

さ
れ
ま
し
た
。
カ
ー
ド
自
体

も
進
化
を
遂
げ
、
女
将
た
ち

の
長
所
を
数
値
化
し
記
載
す

る
な
ど
、
バ
ト
ル
風
の
カ
ー

ド
に
変
更
し
つ
つ
ゲ
ー
ム
性
は
あ
ま
り
高
め

な
い
よ
う
に
と
の
考
え
か
ら
、
女
将
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
趣
味
や

特
技
等
関
心
を
引
く
よ
う
な
個
性
的
な
キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
記
載
す
る
な
ど
コ
レ
ク
タ

ー
の
収
集
意
欲
を
高
め
る
工
夫
を
し
、
レ
ア

カ
ー
ド
（
女
将
の
集
合
写
真
）
を
含
め
28
種

類
を
制
作
し
ま
し
た
。

■
成
果
と
そ
の
要
因

　
女
将
カ
ー
ド
は
コ
レ
ク
タ
ー
の
収
集
意
欲

を
刺
激
す
る
工
夫
が
功
を
奏
し
、
S
N
S
や

テ
レ
ビ
・
新
聞
・
雑
誌
な
ど
様
々
な
媒

体
で
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
茨
城
の
観

光
及
び
旅
館
・
ホ
テ
ル
の
魅
力
発
信
に

繋
が
り
ま
し
た
。
制
作
し
た
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
4
3,
2
0
0
袋
は
完
売
し
、
開

封
し
た
カ
ー
ド
の
女
将
に
会
い
に
県
内

外
か
ら
訪
れ
る
な
ど
、
観
光
客
・
宿
泊

客
の
増
加
に
も
結
び
つ
き
ま
し
た
。

茨城県ホテル旅館生活衛生同業組合
住　　所：	�〒310-0021 茨城県水戸市南町二丁目5番24号 	

榎澤本店ビル4階C号室
U R L：	https://ibaraki-yado.jp/
設　　立：	昭和40年1月
主な業種：	旅館業・ホテル業
組合員数：	371人
出 資 金：	1,761千円

女将カード

販売促進チラシ

全国先進組合事例

組合クローズアップ

中
央
会
お
か
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非 製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

卸売業 機械・工具
電設資材
青果
木材
水産物

小売業 石油
共同店舗
中古自動車
自動二輪
共同店舗

商店街 商店街・岡山
商店街・津山
商店街・倉敷

サービス業 自動車整備 ―
医療・柔道整復師 ―
旅館・ホテル － ―
テント ―
異業種 ―
リサイクル ―

建設業 住宅リフォーム ―
看板工事 ―
土木工事 ―
管工事 ―
防水工事 ―

運輸業 バス ―
タクシー ―
トラック ―
倉庫業 ―

その他 信用組合 ―

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全　　体 − 3.4 − 7.1 31.0 − 5.2 − 25.9 − 8.6 − 3.4 0.0 − 20.7
（− 3.4）（− 19.0）（34.5） （− 1.7）（− 13.8）（− 5.2） （3.4） （1.7） （− 22.4）

製 造 業 3.4 − 3.4 34.5 0.0 − 44.8 − 17.2 − 3.4 − 3.4 − 27.6
（6.9） （− 17.2）（37.9） （6.9） （− 27.6）（− 13.8） （3.4） （− 3.4）（− 34.5）

非製造業 − 10.3 − 15.4 27.6 − 10.3 − 6.9 0.0 3.4 − 13.8
（− 13.8）（− 23.1）（31.0）（− 10.3） （0.0） （3.4） （6.9） （− 10.3）

情報連絡員レポート

岡山県業界天気図

景況DI値

（注）DI とは、ディフュージョン・インデックス（Diffusion Index）の略で、「増加」・「好転」したとする企業割合から、「減少」・「悪化」したとする企業割合を差し引いた値です。

6月分

（ ）内数字は前月の数値です。

業界の景況感（前年同月比）　　 0         00       00　　　　　 増加・上昇・好転　　　変らず　　　減少・下落・悪化

受
付

製 造 業
前年同月比

売
上
高

在
庫
数
量

販
売
価
格

取
引
条
件

収
益
状
況

資
金
繰
り

設
備
操
業
度

雇
用
人
員

業
界
の
景
況業　種

食料品 味噌
米菓

製粉・製麺
醤油
酒造

繊維工業 織物業・井原
織物業・県
アパレル・県
アパレル・笠岡

木材・
木製品

製材・県
合板

印刷 出版・印刷
製本

化学・ゴム ゴム
プラスチック製品

窯業・
土石製品

生コンクリート
石灰
ブロック

鉄鋼・金属 鋳物
鋳物

一般機器 機械器具・東岡山
鉄工・津山
鉄工・岡山
工作機械・総社
工作機械・井笠
工作機械・美作

輸送機器 造船関連
自動車

その他 畳

景況

中
央
会
お
か
や
ま 
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2025年６月分のコメント

岡山県景況の推移（製造業、非製造業）比較景況DI値の推移（岡山県、全国）の比較

岡山県
全　国

製造業

非製造業

DI値
10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0
2 2 3 4 5 6R.5.5 6 7 9 10 11 12 R.6.1 R.7.13 4 5 6 7 8 9 10 11 128

DI値
20.0

10.0

0.0

-10.0

-20.0

-30.0

-40.0

-50.0

-60.0

-70.0

-80.0
2 2 3 4 5 6R.5.4 5 6 7 8 9 10 11 R.6.1 R.7.13 4 5 6 7 8 9 10 11 1212

食料品 �
●�梅雨明けが早く、高温のため消費はひと段落。海外向けも各国向け受注はあるが昨年より減少か。インバウンド消費
も同様。例年に比べ暑くなるのが早いため、熱中症対策を急いでいる。� 《米菓》
●�飲食を伴うイベント等の開催が、コロナ禍以前の状況に戻りつつあり、業況の改善も見受けられるが、出荷数量が思
ったほど伸びていない。また、原料米が昨年から高騰が続いている。この影響から、商品価格の見直し、値上げを検
討している組合員が多数いる。取引条件の関係から苦慮している等の情報がある。� 《酒造》

繊維工業 �
●�トランプ関税に関しては米国向けの比重が全体的にはあまり大きくないが、次第に影響が出始めており、対ドルに関
し円高傾向も悪材料となっている。人件費、外注加工費等は上昇が続いており、厳しい状況である。また、地球温暖
化で夏季が長くなり、生地の性質上年間における着用時期が短くなっており、長期的視点での根本的な対応が必要と
なっている。� 《織物業・井原》

木材・木製品 �
●�あらゆる住宅関連商品の値上げの中で、新設住宅着工戸数は減少傾向にある。� 《製材・県》
化学・ゴム �
●�24年は一部取引先の減産要因があったが、25年は回復したことにより5月売上は回復。現時点では、トランプ関税の
大きな影響は出ていないが、引き続き状況を注視。� 《ゴム》

窯業・土石製品 �
●�出荷量について、6月の岡山県全体の出荷量は56.5千㎥で、対前年比96.6％であった。支部別で見ると、県南支部の出
荷量が対前年比118.7％と、久しぶりに前年を大きく上回った。ほかの支部別は前年比50％〜70％程度の支部が多く、
苦戦が続いている。県南支部では民需が下支えしているのに対し、官公需に依存する部分が大きい県南以外の支部は、
公共事業の減少が如実に出荷量の減少に繋がっている状況である。� 《生コン》

鉄鋼・金属 �
●�7社の組合員企業にお聞きしたところ、生産量の対前年同期比は97％となっている。100％を超えたところが5社あり、
最悪期を脱し回復傾向にあるといえなくもないが、大きく落ち込んだままの会社もある。今後の見通しについて、5社
が横ばいと見ている。� 《鋳物》

一般機器 �
●�商談会・展示会出展による新規取引時拡大により売上増、造船関係は好調。� 《機械器具・東岡山》
●�受注減が続き、対応に苦慮している。物価高騰対策・人材確保のため、人件費を上げざるを得ず、収益がより悪化し
ている。� 《鉄工・岡山》
●�受注増加の傾向は変わらないが、まだ売上高には大きく反映されていない。� 《工作機械・井笠》
●�ほぼすべての組合員において受注は低迷している。7月以降上昇する電気代も不安である。そういったなかで、組合員
個社別では、新規分野進出の準備を本格的に始めたり、販路拡大のため大阪の展示会に積極的に出展したりと、現状
打破に向けて取り組んでいる。� 《工作機械・総社》

その他 �
●�猛暑の6月でしたが梅雨が短かったせいか多少の需要があったようですがばらつきがあった。暑さで受注が先送りな傾
向もあるようだ。� 《畳》

製造業

景況
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卸売業 �

●�例年通り、6月は大きく動くイベントもなく売上高は少ない。昨年より売上は減少したが、これも前月までと同様に需要低
迷、仕入減少などが原因と思われる。� 《水産物》
●��販売単価、数量とも低下により売上高、収益状況が悪化している。� 《青果》
小売業 �

●�食料品が売上、客数とも前年をクリアしたため、全館でも売上、客数ともに100％超えとなった。前年より土曜日が
1日少ないにも関わらず健闘した月となった。ファーストフード、中華そばは好調をキープ、前年出店した靴店も2桁
近い伸びを示し貢献した。� 《共同店舗》
●��新車スポーツバイクの登録台数は去年を上回るものの、売上が良くなかった。� 《自動二輪》
商店街 �

●�先月同様売上高は変わりはないが諸物価の値上げがそれ以上に厳しい状況になっている。また来街者数は猛暑の影響
か昼間は特に減っている様に思われる。� 《商店街・岡山》
●�梅雨の期間が短く、6月だというのに真夏のような暑い日が多く、暑さのあまり、外出する人も少なかった。これから
夏本番となり、どれだけ高温の日が続くかと思うと恐ろしい。� 《商店街・津山》
●�外国人観光客があまり購入しなくなった。来店客は相変わらず多い。� 《商店街・倉敷》
サービス業 �

●�前年度比総請求金額、請求件数、会員数は引き続き大きく減少している。前年度比、前月比共減少している。ただ、一
施術所1件あたりの単価は若干増加している。引き続き、組合員の保険請求額も減少しているため、経営実態は厳し
く、先が見通せない状況である。� 《医療・柔道整復師》
●�建設業組合員の出国できなかったミャンマー人技能実習生候補者4名の代替として、インドネシアでの採用に向けて調
整、現在送り出し機関と交渉中。機械加工組合員の技能実習生・特定技能のインド人受入れは現在9名、新たに2名求
人中。また、日本在留中のベトナム人の臨時雇用者1名を採用。農業組合員からの特定技能の求人は、ベトナムで継続
して求人中、インドネシア送り出し機関へも打診中。介護サービス組合員については、服薬指導を含めた人材として、
インドネシアでの採用に向けて調整中。� 《異業種》
●�鉄、非鉄スクラップについては発生が少ないまま。メーカーの需要も弱く価格は弱含み。古紙については製紙メーカ
ーの減産が続いているため、引き合いは弱い。全体的に物が動いていない。� 《リサイクル》
●�昨年は全館施設改修のため、休業をしたため本年は実績が良かった。� 《旅館・ホテル》
建設業 �

●�今年は雨が少なかったので前年に比べると順調だったように思う。� 《防水工事》
運輸業 �

●�観光バスの集客人員は前年同月比141％の大幅な増加となった。瀬戸芸や万博開催の影響でインバウンド他、旺盛な
観光需要に支えられて前年比で大幅な伸びをみせた。高速バスは前年同月比110％と増加となった。瀬戸芸や万博開
催、インバウンド需要の影響で堅調に推移している。� 《バス》
●�車両等各種資材の高騰、ドライバー不足、長時間労働対策等の課題があり、厳しい経営状況にある。また、荷主企業
により差異があるが、ここ数か月間需要が落ちているようだ。� 《トラック》
●�4月からの四半期は期を通して、低調な荷動きにより保管量の高止まりと荷役の苦戦が続いている。倉庫の動きに連動
して、一般貨物は輸送面の物量も低下傾向となっており、季節需要での回復に期待したい。また、海外貿易は関税問
題からの混乱もあり不透明な状況は変わらず、情勢への慎重な判断が必要。� 《倉庫業》

その他 �

●�経営塾の企画を行い、事業者への座学や交流による本業支援を9月より開始する。またビジネスマッチングも129社参
加が確定し11月12日開催に向け準備を行い支援を図る予定としている。また通例通り資金繰り支援は継続して行って
いる。� 《信用組合》

非製造業
2025年６月分のコメント

景況

景況
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当会HPで中央会おかやまのバックナンバーを公開しています。  https://www.okachu.or.jp/chuokai/

② ④

① ③

selection

令和２年６月号掲載
立場を超えた関係性を築けることは

素晴らしいことですね。

2025年度

職員紹介
総務企画課

畑　 彩  香
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。
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に
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入
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厳
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、
私
に
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、
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の
ゆ
と
り
と
健
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え
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切
な
ひ
と
と
き
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す
。暑

い
日
が
増
え
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き
ま
し
た
が
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ん
な
時
こ
そ
自
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い
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ス
方
法
を
取
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入
れ
て
、ゆ
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り
と
し
た

時
間
を
過
ご
せ
る
と
い
い
で
す
ね
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暑中お見舞い
申し上げます

協同組合ウイングバレイ

理事長 晝　田　眞　三
〒710-1201　総社市久代1408‒6

☎（0866）96－1888
℻（0866）96－2040

岡山県織物染色工業協同組合

理事長 田　代　雄　久
https://okayama-orimono-sensyoku.jp/
〒700-0818　岡山市北区蕃山町4番5号

☎（086）222－6229　FAX（086）225－8558

岡山県鋳造工業協同組合

理事長 藤　原　愼　二
https://oka-imono.net/wp/

〒700-0955　岡山市南区万倍78-4
☎（086）250－3163　℻（086）250－3183

玉原鉄工業協同組合

理事長 藤　原　一　師
https://sites.google.com/site/tamaharatekkyo/

〒706-0014　玉野市玉原3-2-3
☎（0863）31－2573　℻（0863）31－1335

岡山県北部建設業協同組合

理事長 政　岡　修　介
〒708-0022　津山市山下58‒8
☎（0868）24－2181
℻（0868）22－2000

協同組合岡山鉄工センター

理事長 淵　本　敏　彦
http://www.omia.or.jp

〒701-0145　岡山市北区今保103
☎（086）241－5961　℻（086）241－1701

OPL開発協同組合

代表理事 横　田　哲　也
〒710-0812　倉敷市北浜町8番22号

☎（086）422－5000
℻（086）422－4939

丸五技術開発協同組合

代表理事 藤　木　達　夫

〒710-0846　倉敷市上富井58
☎（086）422－2155
℻（086）427－8585

岡山県パチンコ・パチスロ業協同組合

理事長 千　原　行　喜
https://www.okayukyo.com

〒700-0941　岡山市北区青江五丁目24番26号
☎（086）225－1336　℻（086）233－5503
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暑中お見舞い
申し上げます

協同組合岡山県管事業協会

理事長 酒　井　義　政
〒700-0921　岡山市北区東古松5丁目5番23号

☎（086）222－4311
℻（086）222－7479

岡山県浄化槽施工協同組合

理事長 梶　　　英　正
〒700-0921　岡山市北区東古松5-5-23（岡山管工事会館内）

☎（086）232－8357
℻（086）223－5630

岡山県環境整備事業協同組合

理事長 牧　　　生　夫
〒701-0202　岡山市南区山田291-2

☎（086）282－6455
℻（086）282－6685

倉敷再生資源事業協同組合

代表理事 西　﨑　晃　一
〒710-0803　倉敷市中島1395　㈱田中商会内

☎（086）465－3050
℻（086）465－3051

岡山県インテリア事業協同組合

理事長 澤　田　昌　浩
https://www.interia.sakura.ne.jp/

〒700-0977　岡山市北区問屋町17-101　西文明堂ビル2Ｆ
☎（086）243－7550　℻（086）243－7570

協同組合倉敷市環境保全協会

代表理事 岡　井　智　之

〒710-0038　倉敷市新田2322番地の８
☎（086）422－7371
℻（086）421－5427

岡山県生コンクリート販売協同組合

代表理事 石　岡　敏　正
https://www.onhk.or.jp

〒700-0943　岡山市南区新福2丁目13番17号
（岡山生コン会館）
☎（086）902－0013
℻（086）902－0015

代表理事 齊　藤　義　輝
〒708-1211　岡山県津山市原31番地の2

☎（0868）36－6016　℻（0868）36－6382

勝北建設業協会協同組合
勝北上下水道協同組合
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暑中お見舞い
申し上げます

岡山青果卸売協同組合

理事長 花　房　敏　浩
〒702-8052　岡山市南区市場一丁目1番地

☎（086）265－2500
℻（086）265－2501

岡山水産物仲卸協同組合

代表理事 岡　田　吉　弘
https://www.optic.or.jp/uogasi-okayama/
〒702-8052　岡山市南区市場一丁目1番地
☎（086）265－3181　℻（086）265－3181

岡山県貯水槽管理事業協同組合

理事長 大　賀　節　生
〒703-8245　岡山市中区藤原73

☎（086）273－1125
℻（086）273－1221

協同組合岡山機工センター

理事長 宮　地　敬　幸
https://www.optic.or.jp/kikou/

〒702-8022　岡山市南区福成二丁目18番10号
☎（086）263－0063　℻（086）265－1866

岡山県自転車商協同組合

理事長 小笠原　卓　宏
http://www.cyclenet-okayama.com

〒700-0921　岡山市北区東古松3丁目12番10号
☎（086）226－3013　℻（086）226－3014

岡山市中央卸売青果協同組合

代表理事 半　田　雄　三
〒702-8052　岡山市南区市場1丁目１番地

☎（086）265－2335
℻（086）265－2336

岡山県クレーン建設業協同組合

代表理事 山　田　啓　吾

〒712-8012　倉敷市連島1丁目15番10号
☎（086）436－6477
℻（086）436－6478

岡山県総合流通センター卸協同組合

理事長 木　村　容　治
https://www.optic.or.jp/ryutuu/

〒701-0165　岡山市北区大内田714番地1
☎（086）292－5551
℻（086）292－5552

E-mail：ryutuu@optic.or.jp
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暑中お見舞い
申し上げます

協同組合備前長船印刷製本センター

代表理事 岩　坪　誠次郎
〒703-8208　岡山市中区今在家197番地の１

☎（086）275－6600
℻（086）275－6666

岡山県電器商業組合

理事長 秋　田　　博
〒700-0927　岡山市北区西古松2丁目12番20号

☎（086）241－5121
℻（086）241－8277

岡山県織物構造改善工業組合

理事長 武　鑓　篤　志
〒700-0818　岡山市北区蕃山町4番5号

☎（086）225－2458
℻（086）225－8558

協同組合KRC

代表理事 延　原　正　浩
https://www.krc.or.jp

〒701-1145　岡山市北区横井上42番地の1
☎（086）294－9111　℻（086）294－9222

笠岡信用組合

理事会長 山　本　國　春
理事長 原　田　周　二
https://www.kasaoka.shinkumi.jp/
〒714-0081　笠岡市笠岡2388番地の40

☎（0865）62－3103
℻（0865）63－5506

岡山県電気工事工業組合

代表理事 瀬  戸  口  　香
青年部会会長 花　尾　武　志
女性部会会長 戸　川　奈　加
〒700-0942　岡山市南区豊成1丁目9番9‒3号

☎（086）261－0900
℻（086）261－9410

岡山県印刷関連産業協議会

会　長 味　野　浩　一
（岡山県印刷工業組合理事長）

副会長 大　橋　正　禎
（岡山県製本工業組合理事長）

副会長 藤　沢　　忍
（ジャグラ岡山県支部支部長）
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暑中お見舞い
申し上げます

岡山県自動車電装品整備商工組合

理事長 井　上　　寛
http://www.odg.or.jp/

〒700-0941　岡山市南区青江6-6-13
☎（086）265－0177　℻（086）265－0121

協同組合岡山情報文化研究所

理事長 吉　田　大　助
 https://www.okayama-joho-bunka.org
〒700-0824　岡山市北区内山下1-3-1

☎（086）225-8181　℻（086）224-4338

協同組合浦田工業センター

代表理事 玉　置　節　男
〒712-8031　倉敷市福田町浦田525番地

☎（086）426－1564
℻（086）426－1564

岡山県砕石協同組合

代表理事 小　野　正　浩
https://okayama-saiseki.or.jp/

〒701-1152　岡山市北区津高628番6
☎（086）255－1020　℻（086）255－1266

協同組合テクノパーク総社

理事長 多々野　勝　志
〒719-1121　総社市赤浜550番地

☎（0866）94－1090
℻（0866）94－1089

岡山県中古自動車販売商工組合

代表理事 中　西　信　夫
http://www.juokayama.or.jp

〒701-0206　岡山市南区箕島3443‒1
☎（086）281－3300　℻（086）281－4318

岡山県共済協同組合

理事長 晝　田　眞　三
https://okayama-kyousai.or.jp/

〒700-0817　岡山市北区弓之町4-19-301
☎（086）222－6648　℻（086）222－6649

岡山県設備コンサルタント協同組合

理事長 福　家　道　男
http://www.eccs227.sakura.ne.jp/

〒700-0033　岡山市北区島田本町1丁目6番34号
☎（086）898－3015　℻（086）898－3016

クルマの部品の消耗・劣化は
重大な故障や事故の原因になることがあります。

点検整備済ステッカー
次回の点検整備月が記されています。

定期点検は使用者の義務です！
道路運送車両法48条に基づき、自家用乗用自動車の使用者は、1年毎、2年毎の
定期点検が義務付けられています。

岡山県自動車整備商工組合
まちとクルマのオアシス　     クルマ環境創造業へ

岡山市北区富吉5301-8　TEL.086-259-3030
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暑中お見舞い
申し上げます

協同組合山陽新聞山陽会
代表理事 三　宅　秀　司

〒700-8634　岡山市北区柳町2丁目1番1号
☎（086）803－8010
℻（086）803－8110

ずっと岡山！ずっと美しい！

https://okayamachukonen.com/
〒700-0961　岡山市北区北長瀬本町20-55
☎（086）259－3552　℻（086）259－3552

代表理事　平 田　昌 孝
企業組合岡山県中高年事業団

岡山県産業廃棄物処理業協同組合

理事長 田　口　孝　利
〒701-1152　岡山市北区津高628-6

☎（086）254－9383
℻（086）254－8766

山陽アンビシャス協同組合

代表理事 山　本　芳　栄
〒710-0048　倉敷市福島776‒8

☎（086）422－0101
℻（086）422－0102

岡山民医連事業協同組合
民医連医療・介護・福祉を支える

〒700-0054　岡山市北区下伊福西町1-53
☎（086）214－3833　℻（086）214－3822

事　務　局

〒680-0903　鳥取市南隈 881 サウスⅢ 103 号
☎（0857）32－2677　℻（0857）32－2688

鳥取出張所

藤田団地事業協同組合

理事長 谷　口　政　通
〒701-0221　岡山市南区藤田564番地166

☎（086）296－0020
℻（086）296－0021

代表理事 大　山　　　強
〒706-0011　玉野市宇野4丁目15番4号

☎（0863）31－2155
℻（0863）31－2156

玉野再生原料協同組合

中
央
会
お
か
や
ま 

２
０
２
５
年
８
月
号

21



暑中お見舞い
申し上げます

協同組合  岡山エコシステム
津 高 清 掃 ㈲
㈲ み さ お
キ ョ ク ト ウ ㈲
㈲ 吉 備 オ カ ヤ マ
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暑中お見舞い
申し上げます

会長 横　田　有　次
https://okayama-cgc.or.jp/

〒700-8732　岡山市北区野田2丁目12番23号
☎（086）243－1121　℻（086）244－3823

近畿日本ツーリスト株式会社　岡山支店

https://www.knt.co.jp/
〒700-0907　岡山市北区下石井2-1-3 2Ｆ
☎（086）224－4444　℻（086）224－3425

支店長 安　田　浩　泰

本 社 ／ 〒703-8244　岡山市中区藤原西町２丁目 7-34
TEL（086）271‒1221　FAX（086）273‒4005

【岡山営業所】    ／ 〒703-8244　岡山市中区藤原西町２丁目 7-34
TEL（086）271‒1003　FAX（086）271‒1456

大阪・兵庫・和歌山・津山・広島・尾道・山口・四国・松山・福岡
【 工 場 】／ 長船・英田・豊栄・兵庫・久万・山口 086-286-9664 086-286-9710

https

社会保険労務士事務所 あきた労務管理事務所

社会保険労務士 穐　田　恒　雄
〒700-0956　岡山市南区当新田475‒5

☎（086）242－5233
℻（086）242－5234

中
央
会
お
か
や
ま 

２
０
２
５
年
８
月
号

23



第
766号

　
令
和
７
年
８
月
１
日
発
行
　
発
行
所
／
岡
山
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
　
発
行
人
／
藤
木
達
夫
　
〒７００

-0817　
岡
山
市
北
区
弓
之
町
４
番
19‐202号

　
TEL（０８６

）２２４‐２２４５
　
FAX（

０８６
）２３２‐４１４５

A
ugust
8


